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第２４回 奈良ＣＢＣ練習会ハンド

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３
♠ AJ９７２ ♠ KQ５４ ♠ KQ４３２
♥ K ♥ QJ10５ ♥ ６
♦ K９８６ ♦ K７４ ♦ QJ９８３
♣ A８２ ♣ ９４ ♣ A３

♠ K８３ ♠ ５ ♠ AJ10 ♠ ８３２ ♠ ― ♠ J10８７５
♥ 10３ N ♥ A９８６２ ♥ AK７２ N ♥ ９４ ♥ AJ８４３ N ♥ Q10２
♦ AJ５ W X E ♦ Q７４３ ♦ ５２ W │ E ♦ AJ10９６３ ♦ AK４ W ─ E ♦ ５２
♣ K10６５４ S ♣ Q９７ ♣ AKQ６ S ♣ 10３ ♣ KQ10９５ S ♣ Ｊ８６

♠ Q10６４ ♠ ９７６ ♠ A９６
♥ QJ７５４ ♥ ８６３ ♥ Ｋ９７５
♦ 10２ ♦ Q８ ♦ 10７６
♣ J３ ♣ Ｊ８７５２ ♣ ７４２

Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６
♠ Q５ ♠ QJ８２ ♠ KJ10８２
♥ ７６５３ ♥ ４ ♥ KQ５４
♦ K４ ♦ AK７６４ ♦ ９５３
♣ AK８７４ ♣ K10３ ♣ ６

♠ AKＪ10２ ♠ ９８７６３ ♠ ７ ♠ K５ ♠ ７４ ♠ AQ９
♥ ― N ♥ J９８４ ♥ AQJ９８５２ N ♥ K10６ ♥ AJ６２ N ♥ ８７
♦ 10８６２ W ┼ E ♦ QJ ♦ Q３２ W │ E ♦ ８５ ♦ K10２ W ─ E ♦ QJ８６４
♣ 10９６３ S ♣ ５２ ♣ ６４ S ♣ AQJ７５２ ♣ K10９３ S ♣ A５２

♠ ４ ♠ A10９６４３ ♠ ６５３
♥ AKQ10２ ♥ ７３ ♥ 10９３
♦ A９７５３ ♦ J10９ ♦ A７
♣ QJ ♣ ９８ ♣ QJ８７４

Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９
♠ AJ８７ ♠ AKJ10６ ♠ ８４３
♥ Q ♥ ８５ ♥ ―
♦ AQ10６３ ♦ K７６ ♦ ８５３２
♣ 10９４ ♣ A９７ ♣ Ｊ９８７４３

♠ Q３２ ♠ ６５ ♠ ８４ ♠ Q７３２ ♠ ６ ♠ AJ９５
♥ 10９８ N ♥ AJ６５３ ♥ QJ10７４ N ♥ ９３２ ♥ AQJ10８７５ N ♥ K６３２
♦ Ｊ８７ W ┼ E ♦ K５２ ♦ AＪ５ W X E ♦ ８４２ ♦ AK10 W ─ E ♦ QJ９７
♣ KJ８２ S ♣ A６３ ♣ 10５２ S ♣ QJ８ ♣ ６２ S ♣ Q

♠ K10９４ ♠ ９５ ♠ KQ10７２
♥ K７４２ ♥ AK６ ♥ ９４
♦ ９４ ♦ Q10９３ ♦ ６４
♣ Q７５ ♣ K６４３ ♣ AK10５

Ｎｏ．10 Ｎｏ．11 Ｎｏ．12
♠ QJ10６２ ♠ ４３ ♠ K６
♥ A10３ ♥ AK６５ ♥ ８７６４３２
♦ QJ８３ ♦ KQJ２ ♦ J３
♣ K ♣ KQ７ ♣ ９８２

♠ ８５３ ♠ AK９７４ ♠ KQJ５２ ♠ 10８７６ ♠ ７ ♠ AJ10９５４３
♥ Q７５２ N ♥ J４ ♥ QJ９７ N ♥ ２ ♥ AQJ９５ N ♥ K
♦ ７５ W ┼ E ♦ ９６２ ♦ ６４ W X E ♦ 10９８７３ ♦ K９２ W │ E ♦ ６５
♣ ９８６５ S ♣ QJ２ ♣ A３ S ♣ ９６４ ♣ KJ10６ S ♣ Q５４

♠ ― ♠ A９ ♠ Q８２
♥ K９８６ ♥ 10８４３ ♥ 10
♦ AK10４ ♦ A５ ♦ AQ10８７４
♣ A10７４３ ♣ Ｊ10８５２ ♣ A７３
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Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ J５ ♠ Ｊ９２ ♠ Q９７６５４３２
♥ Q６ ♥ ９５４ ♥ 10９４３
♦ A10２ ♦ ７４２ ♦ ―
♣ AKQＪ９５ ♣ Ｊ10８４ ♣ ７

♠ A10９４ ♠ K８７ ♠ Q10８３ ♠ A６ ♠ AJ８ ♠ ―
♥ KJ５３ N ♥ A８７４ ♥ AK６ N ♥ J８７２ ♥ AJ５ N ♥ Q６
♦ ８７ W ┼ E ♦ ９５ ♦ ９５ W Ｘ E ♦ AQ10８３ ♦ K10３ W │ E ♦ QJ９８７６５
♣ ６４３ S ♣ 10８７２ ♣ AK６３ S ♣ ９７ ♣ AKJ５ S ♣ 10９８３

♠ Q６３２ ♠ K７５４ ♠ K10
♥ 10９２ ♥ Q10３ ♥ K８７２
♦ KQJ６４３ ♦ KJ６ ♦ A４２
♣ ― ♣ Q５２ ♣ Q６４２

Ｎｏ．16 Ｎｏ．17 Ｎｏ．18
♠ AJ８６２ ♠ Q７６５３ ♠ KJ７
♥ ６３ ♥ Ｊ ♥ KQ７２
♦ 10７６３２ ♦ KQ４３ ♦ K５４
♣ ４ ♣ K５４ ♣ KJ８

♠ KQ７４３ ♠ １０９５ ♠ A ♠ KJ10 ♠ Q６５３ ♠ A10８２
♥ A10８ N ♥ KQJ９５４ ♥ A10８７２ N ♥ ５ ♥ ６４ N ♥ ８３
♦ QJ W ─ E ♦ ― ♦ AJ10５ W Ｘ E ♦ ９８７６２ ♦ ９８６３ W │ E ♦ 10７２
♣ QJ２ S ♣ １０９５３ ♣ A10６ S ♣ Ｊ９７３ ♣ ９５２ S ♣ A10７３

♠ ― ♠ ９８４２ ♠ ９４
♥ ７２ ♥ KQ９６４３ ♥ AJ10９５
♦ AK９８５４ ♦ ― ♦ AQJ
♣ AK８７６ ♣ Q８２ ♣ Q６４

Ｎｏ．19 Ｎｏ．20 Ｎｏ．21
♠ ６ ♠ QJ８３ ♠ J９
♥ ８５３ ♥ A10７６ ♥ 10２
♦ Ｊ９７６２ ♦ ６３ ♦ AK８３
♣ ９７６５ ♣ AK４ ♣ AQ10４２

♠ K９４２ ♠ Ｊ10８３ ♠ Ｋ５２ ♠ 10９７４ ♠ ８５ ♠ AKQ10６４２
♥ ― N ♥ AK７６２ ♥ Q５４ N ♥ KＪ３ ♥ KJ７６５４３ N ♥ ８
♦ AKQ５４ W ─ E ♦ 10３ ♦ Ｊ５ W ┼ E ♦ K８７ ♦ ７６２ W │ E ♦ ４
♣ AQJ３ S ♣ ８４ ♣ Q８７３２ S ♣ 10９５ ♣ ６ S ♣ KJ９８

♠ AQ７５ ♠ A６ ♠ ７３
♥ QJ10９４ ♥ ９８２ ♥ AQ９
♦ ８ ♦ AQ10９４２ ♦ QJ10９５
♣ K10２ ♣ Ｊ６ ♣ ７５３

Ｎｏ．22 Ｎｏ．23 Ｎｏ．24
♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣

♠ ♠ ♠ ♠ ♠ ♠
♥ N ♥ ♥ N ♥ ♥ N ♥
♦ W ─ E ♦ ♦ W ┼ E ♦ ♦ W X E ♦
♣ S ♣ ♣ S ♣ ♣ S ♣

♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣
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ビッド・プレ－についてのコメント

いろいろと独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めてください。
NO．１

Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの３♠のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎに、Ｓのハンドではパスが普通で、４♠へのレイズはややオバ-ビッド
1♠　　P     2♠    P と考えます。
3♠    P     P    ｅｎｄ ３♠/Ｎ　　ＥはＯＬに困るハンドで♣７、♦Ｑ、♥Ａの何れかになるが、Ｄｅｃｌａｒｅｒには♥Ａが

（4♠） 最もありがたいリ-ドである。♣７の時はハンドの♣Ａで取り、ダミ-へのエントリ-が少ない
ので、♥Ｋを出す。Ｅは♥Ａで勝つか、ダックするか迷うところ（ダミ-に♥ＱＪが有るので）

ダックされた時はＤｅｃｌａｒｅｒは♣を出して負けに行くのが良い。このハンドは正確にディフェンスすれば３メイクとなるが
実際には４メイクになることが多いと考えます。

NO．２
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗは２１ｈｃｐある４-４-３-２のハンドであるので、リビッドでの２ＮＴが１８～１９ｈｃｐの

P　　 P　　1♣ ペア-は３ＮＴとなる？（２♥のリバ－スビッドもあるかも）
P　　1♦　 　P　　2ＮＴ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：♥Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから確実なウイナ-は♣３♥２♠１の６個しか無く、メイク
P　　3ＮＴ　　ｅｎｄ には♦で３個取る必要がある。そこで♥Ｑに対しては一度ダックし♥Ｊが続けられれば

ハンドの♥Ａで勝ち、♦２を出す。Ｎから見てもダミ-へのエントリ-は♦でしか無いと考え
られ、Ｗの♦が３枚なら♦Ｑが無くともダミ-に入れるので２ｎｄ Ｌｏｗの原則に反して♦Ｋを出してダミ-の♦Ａを追い出し
ダミ-の長い♦を無力化するのが判り易い。一方、Ｓは若しＮがＬｏｗ♦を出してダミ-から♦Ｊが出された時は♦Ｑをダッ
クしなければいけない。Ｓで考えるとＷが♦Ｋを含む♦２～３枚持っている時は♦Ｋを取ってから♦２を出して来る
ハズであるので♦ＫはＮにあると容易に推定でき、若し♦Ｑで勝つと次にＮの♦Ｋがフィネスされて残りの♦をすべて取
られる可能性が生じる。　３ＮＴ/Ｗのメイクは難しいがＮＳでの♦のｄｅｆｅｎｓｅを誤るとメイクされる。

NO．３
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♥と♠の競り合いとなる。お互い８枚フィットしか見えない中ではＮｏｎＶｕｌとは云え３♠まで

 　P　　1♥ 争うかどうか（♠の分かれが良くても）？　３♥はメイクするとして２ダウンまでＯＫとする。
1♠　　P　　　P　　2♣ ３♠をビッドされると強いハンドをしているＷは４♥をビッドするかも知れない。
2♦(P)2♥   2♠   3♥ ３♥/Ｗ　　ＯＬ：♠Ｋ　　ＯＬをハンドでラフし、♦Ａ♦Ｋを取り、♦４を出してダミ-でラフした後、
P　　ｅｎｄ ♥10♥Ｑでフィネスしながら♥を２回集め（♥４-１判明）♣を引いて♣Ａに負ければ４メイクに

  (3♠) なる。　一方、３♠/Ｎ　　ＯＬ：♥Ｑ　　２～３ダウンになる。

NO．４
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎのハンドで１♣でオープンすると左の様に６♥/Ｓになる可能性が Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P 高いが、最初パスすると（右）Ｎの３♥ジャンプレイズ（♥４枚と１２ 　P
1♣　　P　　1♥　　 P ｈｃｐなのでＤｒｕｌｙ２♣をビッドせずに）をしてもＳは良いハンドなが P　　 P　　　1♥　　P
2♥　　P　　3♦ 　　P らスラムトライは難しく、４♥止まりになりそう（スラムトライにはＳの 3♥　 P　　　4♥　ｅｎｄ
4♣　　P　 4NT　　P リビッドで３♠をビッドする必要がある）。
5♣　　P　　6♥　ｅｎｄ ６♥/Ｓ　　ＯＬ：♠Ｋ　　続いて♠Ａが出されハンドの♥２でラフ。♥が３-１なら♥を３回集めて

♣４個♦ＡＫ♦ラフで６メイクは固いと考え、♥Ａを取ったところ♥４-０が判明した。♥はフィネ
スをすればルーザ-無く集めこと可能であるが、♣をダミ-でオ-パ-テイクして♣４枚目、５枚目が取れる保証はない！
実際はこのプレ-では２ダウンになる。解決策は♣Ｑ♣Ｊを取り、♦３でダミ-の♦Ｋに渡り♣Ａ♣Ｋを取る（ハンドからは♦を
捨てる）。このときＥがラフすればハンドでオーバ-ラフして残りの♥を集め、♦Ａを取って♦のラフでダミ-に入り、残りの
♣を取れば６メイクする（このプレ-ではＥの♣が０ｏｒ１枚でない限り安全にメイク出来る）。

NO．５
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの２♣のＯＣの後、Ｗは３♥のジャンプビッドが良いと考え
1♦　 2♣　　P　　　3♥ 1♦　 2♣　　P　　　2♥ ます（良い♥６枚以上と１０ｐｔ近いハンド）。２♥ではＮＳとの
Ｘ　　4♥　　ｅｎｄ Ｘ　　3♥　　3♠　　 4♥ 競り合いになりそうである。

（4♠　　5♥） P　　　P　　（4♠）　ｅｎｄ ４♥/Ｗ　　ＯＬ：♦Ｋ　この時Ｓから♦９が出るのでＳの♦が
♦Ｑがあるのか２枚なのか判断できない。Ｓには♠Ａ位しか

期待出来ないので♠Ｑを出す。Ｓはこれを♠Ａで取り♦Ｊを返す。この後、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣をフィネスして４メイクする。
ｄｅｆｅｎｓｅ側は最初に続けて勝たないと５～６メイクされる。　なお、４♠/ＳはＯＬ：♥Ａ　　次にカン良く♣６を出しＥが♣を
２個取り♣の３巡目を出した時、ＤｅｃｌａｒｅｒがウッカリＬｏｗラフしてＷが♠７でオ-パ-ラフ出来れば１ダウンとなる。
しかし、注意深いＤｅｃｌａｒｅｒは♣を♠９でラフし、♦Ａでダミ-に渡り♠をフィネスして刈り上げた後、♦Ｑをフィネスするので
４メイクできる。ビッド・プレ-共に差の出易いハンドである。

NO．６
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２ＮＴのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎに対して、Ｅでパスするか３ＮＴにレイズするかは微妙な判断？

　1♦　　 P　　1♥ ５枚スーツがある（♦５枚）ので３ＮＴにレイズするのも面白い。
P　　1NT　　P　2ＮＴ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：♣７→♣10→♣６→♣２　　　Ｎに♣の絵札があれば捕まえるために♣10を
P　　3NT　ｅｎｄ 出したら勝てた。♦Ａを追い出し、♥が攻められなければ、♠Ｋをフィネス出来るので４メイ

 （P） クになる。
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NO．７
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＳのＸはネガティブダブル。この後、３♥、３♠まで争うこともある。

　P　　　P ２♠/Ｎ　　ＯＬ：♥Ａ　この後♣Ａ♣６と♣を攻められれば１ダウンになるが、ｄｅｆｅｎｓｅが隙を
1♦　　1♥　 Ｘ　　2♥(P) 見せれば、♥ＫでＮの♣を捨てて、♠Ｑを当てれば３メイクの可能性もある。
2♠　　P　　P　　　ｅｎｄ ３♥/Ｅ　　ＯＬ：♠１０　　２メイクは出来そうだが３メイクはどうか？

（3♥　　3♠）

NO．８
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ スタンダ-ドなら１♠オープンに対して２ＮＴレスポンスが普通だが Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P ２/１システムのレスポンスでＪａｃｏｂｙ２ＮＴ（４枚サポ-トと１６ｈｃｐ 　P
1♠　　P　　2NT　 P 以上を示す）を使用している場合には、Ｆｏｒｃｉｎｇ１ＮＴレスポンス 1♠　　P　　1NT　　P
3NT　　ｅｎｄ の後、２ＮＴをビッドすることになる（右）。Ｎが１ＮＴ（１５～１７ｈｃｐ） 2♣　　P　　2NT　　P

でオープンするとＳは３ＮＴにレイズする。 3ＮＴ　　ｅｎｄ
３ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ：♥Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠ＱがＷにあるなら♠が５個

取れるので３メイクは固いが、Ｅにある時は♦で１個取る必要がある。♦と♠で２回負ける可能性
があるので、ＯＬの♥Ｑにはホールドアップし、♥の２巡目に♥Ａで勝ち、ハンドから♦Ｋに向かって♦３を出して♦Ａを追い
出しにかかる（♠のフィネスは後にして、危険な相手に入る可能性がある♦のエントリ-を追い出すのを先にする）。
♦Ａが出ず♦Ｋが勝った時は♦を続けずに、♠６を出しハンドからは♠９を出して♠Ｑに負けに行くのが安全プレ-で
３メイクは固い。♠をフィネスするために♣Ｋでハンドに戻ると、♥Ｋを取るためにハンドに戻るエントリ-がなくなり
厄介な問題が生ずる（最終的にはスロ-インになりメイク出来るかも知れないが・・・）。

NO．９
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♥が７枚ある強いハンドのＷはＥの３♥レイズでスラムに興味 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
P     1♦    1♠    2♥ を持つことになる。左の様に直ぐ４ＮＴでキーカ-ドを尋ねる方法 P     1♦    1♠    2♥
P     3♥    P     4NT もあるが、♣ＸＸ２枚が問題なので、右の様に３♠のキュービッド P　 　3♥　　P　　　3♠
P     5♥    P      6♥ をして、スラムに興味を示すと共にＥのハンドの聞くのが良い。 P　 　4♣　　P　　4NT
ｅｎｄ Ｅの４♣は♣が０～１枚か♣Ａがある事を示している。 P　　 5♥　　P　　　6♥

Ｅは♦ｏｒ♣に１ｓｔ ｏｒ ２ｎｄ ストッパ-がない時は４♥をビッドする。 ｅｎｄ
Ｗは♣に心配なく４ＮＴでＳのキ-カ-ドの枚数を確認して安心して６♥がビッド出来る。
６♥/Ｗ　　ＯＬ：♠４？　　　ＯＬが何でも６メイク

NO．10
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　　P　　1♦　　P 　　P　　1♦　　P 　　P　　1♣　　P 1♠   X     2♠  
1♠　　P　　2♣　　P 1♠　　P　　2♣　　P　 1♠　　P　2♣(2♦)　P 2NT  P     3♣ 　　P  
3NT　　ｅｎｄ 3♦　　P　　3ＮＴ　ｅｎｄ (1NT) 3♦　　P　　3NT　ｅｎｄ

（4♦　　P 最終的に→（3ＮＴ　5♦）？ 　（P　　4♦　　　P
5♦　　P　　ｅｎｄ） 5♦　　ｅｎｄ　）

このハンドのビッドは色々のケ-スが考えられる。
Ｓのハンドき♣５枚♦４枚の５-４-４-０のハンドであるので何でオ-プンするかが問題。長い♣でオープンして、リビッド
で２♦のリバ-スにはややｈｃｐ不足なので、１♦でオ-プンし（左、中左）、レスポンスが１♠ｏｒ１ＮＴの時はリビッドで２♣
をビッドするのが普通と考えます。この後のＮのビッドも色々考えられるが結局、３ＮＴ/ＮｏｒＳ　５♦/Ｓになると思います。
１♣でオープンした時（中右）は後のビッドがどの様に進行するかは分かりません。　尚、Ｅが１♠でオープンした時は
どうなりますか？？  （右端）
３ＮＴ/ＮｏｒＳ　　ＯＬス－ツに関わらずエントリ-に注意しながらプレ-すれば♠１♥２♦４♣２は取れるので３メイクは固く
ｄｅｆｅｎｓｅのディスカ-ドによっては４メイクする（ＮＳでのディスカ-ドも難しく偶然に・・・？）。
５♦/Ｓ　　ＯＬ：♠５（３）→♠10→♠Ｋ→♦４（ラフ）　この後普通に♦を集めると到底ウイナ-が足りない！
切り札を♠と♣のクロスラフに使えば５メイクは可能と考えられるが、ｄｅｆｅｎｓｅ側にオーバ-ラフされない様に注意が
必要。　ＯＬの♠ラフの後、♣Ｋ♥Ａ♥Ｋを取ったのち♣Ａは取らずに♣４を出してクロスラフを開始することが重要（♣の２回
目のラフをオ-パ-ラフされる危険を少なくするため）。♥Ａ♥Ｋ♣Ｋと♣ラフ４回♠ラフ４回の計１１トリックで５メイクする。

NO．11
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♠にＮがテイクアウトダブルをかけ、弱いハンドのＥ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P　　　1♠ がプリエンプ的に２♠をビッドした時、Ｓはビッドの判断が 　P　　　1♠
Ｘ　　2♠　　3♥　　　P 難しい。Ｎのダブルは普通は♥４枚あると考えて３♥をビッド Ｘ　　2♠　　Ｘ　　　P
4♥　　ｅｎｄ するか、右の様に２♠にダブルをかけ10ｐｔ位と♥４枚を暗示 3♥　　P　　4♥　　ｅｎｄ

するか。Ｎのダブルがマイナ-の１ス-ツが長いハンドの時は 　（4♥）
後者の方が対応し易い。
４♥/Ｓ ｏｒ Ｎ　　　ＯＬ：♠Ｋ　　ｏｒ　♠６　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見れば♠Ａで取り♥が３-２の別れ（６３％）なら♥Ａ♥Ｋと２巡♥を
刈り、♥Ｑ（Ｊ）を残したまま♣を出して♣Ａを追い出せば簡単に４メイクすると考えられる。そこで♠Ａで勝った後♥Ａ♥Ｋ
を取ると♥が４-１の別れで♥Ｑ♥Ｊが残ってしまった！　しかし♦の３巡目でＳの♠のルーザ-が捨てれば仮にラフされ
てもルーザ-は♥２個と♣Ａだけで４メイク出来ると考えてプレ-を進め、Ｗが♦の３巡目ｏｒ４巡目をラフすればコントラクト
メイクする。　しかし、したたかなＷは♦をラフしないで♦を勝たせ、♣Ａに負けに来た時に、♥Ｑ♥ＪでＤｅｃｌａｒｅｒ側の♥を
逆狩りして♠を出すので２ダウンになる（Ｗのｄｅｆｅｎｓｅでのセンスが問題）。
４メイク出来るのは♥は１回だけ刈り、♦Ａ♦Ｋ♦Ｑと出し（Ｓの♠のルーザ-を捨て）、♣Ａを追い出しに行くプレ-であるが
♥４-１に備えたこのプレ-を実際に行うのは難しいかも知れない。
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NO．12
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＥＷでスーツマッチしない中で何処までビッドするか？　Ｅの３♠までは仕方ないとして

　1♥ 強気のＷなら４♠をビッドするかも知れない。
P　　1♠　　2♦　　 P ３-４♠/Ｅ　　ＯＬ：♣Ａ　　Ｓから見て♦Ａと♠Ｑは勝てそうなので、Ｎに♥Ｋを期待して♥10
P　　2♠　　P　　　2ＮＴ を出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒから考えて♦ＡはＳに在りそうなので♠のルーザ-を１個に出来れば
P　　3♠　　P　　　P ４メイクも可能かも。そこでＯＬは♥Ａで取り、Ｎの♠がＫｏｒＱの１枚（約６％）かＫｏｒＱを
ｅｎｄ （4♠） 含む２枚（約２７％）、ＫＱＸの３枚（約６％）、或いはＸＸＸ（ＳがＫＱ２枚：約３％）の計約

４２％に賭けて、♠７を引いてハンドからは♠Ｊを出す。このハンドでは♠Ｑに負けるが
次にハンドに入った時に、♠Ａを叩くと♠Ｋが出るので４メイクする。　２トリック目の♥をハンドの♥Ｋで取ってダミ-に
入りダミ-の♥Ａ、♥Ｑでハンドの♦を捨てるプレ-は♦２枚が捨てられれば意味があるが、１枚ではメリットがなく、
このハンドの様な荒れたハンドでは危険なので避けるのが賢明である。

NO．13
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 1♣のオープンにレスポンスで５枚以上の♦が有っても４枚の Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
1♣    P    1♠     P メジャ-を優先してビッドする（多くのペア-使用）場合は左の様 1♣    P    1♦     P
3♣    P    3♦     P にＳは１♠のレスポンスをするのでリビッドで３♦をビッド。 3♣　　P　　3NT　ｅｎｄ
3NT  P    P    ｅｎｄ これにはＮは♥に不安が有るが３ＮＴをビッドするか４♦にレイズ （P）

　 （4♦   P    5♦  ｅｎｄ） するか迷うことになる。ペア-戦なら３ＮＴでチ-ム戦なら４♦？？
一方、１♦でレスポンス（ｕｐ ｔｈｅ ｌｉｎｅ）する場合は（右）の様に３♣には３ＮＴをビッドする

かパスすることになる（ここでＳが４♦にレイズすると５♦になりそうである）。
３ＮＴ/ＮＳ　　５♦/Ｓ　　共にＯＬがメジャ-ならメイクは難しく２ダウンが普通である。一旦ＮＳに入ると♦６♣６の計１２個
取れる形であるので単純なｄｅｆｅｎｓｅが良い。

NO．14
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：♣４　（♥や♦のリードも考えられるが・・・）→♣７→♣Ｑ→♣Ａ

　 P　　　P　　1NT Ｄｅｃｌａｒｅｒからのウイナ-は♣２♥２♠１と♦が３-３でKJ共にＮにあるか分かれている場合
P　　2♣　　　P　　2♠ か、４-２でも両方共Nにあれば（計約５０％）３個以上は勝てると考えられる。
P　　3NT　　ｅｎｄ そこでハンドから♦９を出しＮから♦２が出てダミ-からは♦３を出す。Ｓは♦Ｊで勝ち何を

返すか？Ｓは１１ｈｃｐと持っており、Ｎのｈｃｐは１～３点しか期待できない。
ＮのＯＬが♣Ｋ10Ｘ４３からのリ-ドなら♣５を返せば、即ダウンになるが・・・・

一方、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♦をフィネスして来たことはダミ-の長い♦で２個以上勝とうとしていることが見とれる。
Ｄｅｃｌａｒｅｒの♦が３枚あればどうしても長さで及ばないが、♦が２枚の時はダミ-への♠Ａのエントリ-がなければ、
長い♦が生きない。Ｄｅｃｌａｒｅｒの♦が２ ｏｒ ３枚か？ヒントはＮからの♦の出し方にある。この時は♦２が出たので
Ｎの♦は３枚の可能性が高く（２枚ならｈｉｇｈｔ-ｌｏｗのハズ）、従ってＷの♦は２枚と考えて♠Ａのエントリ-を潰すために
♠Ｋを返すのが良い。若し、Ｄｅｃｌａｒｅｒに♠で４個取られたとしても、♣Ｋがない時には♦Ａを取るだけではウイナ-が足り
ないと推定可能。　　単純に♣５を返すとＷに♣Ｋがある時は１度ｈｏｌｄ-ｕｐの後、♣の３巡目を勝ち再度♦をフィネス
の後、♠Ａでダミ-に入り、残りの♦を勝ち、♠のスチールに賭けられると３メイクされる。Ｄｅｆｅｎｓｅでのカードシグナル
とハンドの推理が重要。

NO．15
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓが１♣でオープンすると、２１ｈｃｐあるバランスハンドのＷは Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　1♣　　Ｘ ダブルを掛け、Ｎはパス、１♠、４♠のビッドが考えられる。 　1♣　　Ｘ
1♠　　2♦　 P　　3NT Ｎがパスするか１♠をビッドした時はＥが♦をビッドしＷが２ＮＴか 4♠　　？？　　　　Ｘ
P　　　4♦　 P　　5♦ ３ＮＴをビッドし、ＥはＮＴでは長い♦が生きない可能性ありとして P　　　P　　ｅｎｄ

 （ 4♠　　5♦　　ｅｎｄ） ♦に逃げ出し５♦になる？　ＮがＷのダブルにサクリファイス的に
直ぐに４♠をビッドするとＥは５♦のビッドは難しいかも・・・・ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

Ｓが最初パスする（殆どない？）とＷは２ＮＴでオープンし、直接５♦をビッドするか３♠（Ｍｉｎｏｒ 　P　　　2ＮＴ
Ｓｔａｙｍａｎ）の後、５♦になりそうである（右下）。 P　　　3♠　　P　　　4♣
５♦/Ｅ　　ＯＬ：♠Ｋ　　ＯＬを♠Ａで勝ち（ハンドから♥を捨てる）♦Ａに負けて♣Ｑをフィネスして P　　　5♦　　P　　　P
６メイクになる。　６♦のスラムビッドは難しい。　４♠Ｘ/Ｎ　ＯＬが♦の時は４メイクの可能性 ｅｎｄ
あり。他のリ-ドなら♥２♠１♣１のル-ザ-に出来れば１ダウンで済む（♠の２巡目をフィネスを
するためのエントリ-が問題。♥８をエントリ-にする）。

NO．16
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♠にはＥは２/１でも２♠のレスポンス。　ＳはＵｎｕｓｕａｌ ２ＮＴのオーパ-コ-ルを

  1♠ し、Ｅは良い♥５枚以上を示す３♥（暗に♠は３枚を示す）をビッドし、４♦以後のビッドは
P     2♠   2NT    P ペア-の考え方、作戦もある（ＮＳ-ＥＷ共にハンドにｄｅｆｅｎｓｅ力は小さい）ので何処まで
3♦   3♥    4♦    4♥ 争うかは差があると思います。小生がＳなら５♦まで争うと思います。
P　　　P　　5♦　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ   ＯＬ：♣Ｋ（♦Ｋも考えられるがＮＳで１０枚あることが分かっているので避ける）

（P） ダミ-を見るとＥの♦は有っても１枚で♣は３～４枚あると推定されるのでＮの♣４は１枚
の可能性高い（３枚は無い！）。そこで♣Ａを出し、Ｎがショウアウトするので♣を続け

Ｎがラフ、♦を返すがＥがラフして♥を集めるが、♠に２ル-ザ-出て２ダウンになる（ＯＬが♦Ｋの時は１ダウン）。
５♦/Ｎ　　ＯＬ：♥Ｑ　　続けて♥Ｊを出しＷは♥Ａでオ-パ-テイクするも良いリタ-ンはないので、仕方なく♦Ｑを出す
（損はない）。♦を刈り上げて♠♣のクロスラフで５メイクになる。
４♠/Ｗ　は２～３ダウンになる。
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NO．17
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
P　　 P　　　P　 　1♥ P　　 P　　　P　 　1♥ P　　 P　　　2♥　　Ｘ（P　ｅｎｄ）
Ｘ　　1NT　 P　 　2♦ Ｘ　　P　　　P　　　P P　　2♦　　　P　　３♦
P　　 P　　2♠　　　P　　 P　　4♦　　　P　　5♦（ｅｎｄ）
P　　3♦　　ｅｎｄ （P　　ｅｎｄ）
このハンドのビッドは色々のケ-スが考えられ様々なコントラクトが予想される。
Ｓが３ｒｄハンドでウイーク２♥でオ-プン（使用している時は典型的ハンド）した場合、Ｗはパスする時とダブルを
掛ける（右端）ことが考えられる。　Ｓがオープンしなかった時はＷが１♠でオープンし、Ｎは一度パスしているので
ダブルを掛ける場合とパスするケ-スが考えられ、その後も両者の駆け引きもあって何処に納まるか予想困難。
このハンドはＯＢＣのペア-戦であったケ-スで３４テ-ブル中
３ＮＴ/Ｗ　３、２ＮＴ/Ｗ　５、　４♠Ｘ/Ｎ　３、　４♠/Ｎ　３、　３♠/Ｎ　２、　２♠/Ｎ　1、５♥Ｘ/Ｗ　１、　２♥/Ｓ　６、
１♥/Ｗ　１、　５♦/Ｅ　２、　５♦/Ｗ　１、　５♦Ｘ/Ｅ　１、　４♦/Ｗ　２、　３♦/Ｗ　３と１４種類の様々なコントラクトが
出ました。また、スコア-も色々あり、　♦/Ｅでは３メイク、2♥/Ｓは２ダウン、♠/Ｓは２メイク、ＮＴ/ＥＷも２メイクが
相場である。何れにしても約２/３がＥＷにポイントが入っています。

NO．18
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥オープンにＳはＪａｃｏｂｙ ２ＮＴ（４枚サポ-トと１６ｈｃｐ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　 P　　1♥　　　P 以上を示す）を使用している時は、右の様なビッド経過で 　 P　　1♥　　　P
2♣　 P    2♥　　　P スラムトライするも５♥に納める（Ｎの５♣はキ-カ-ド１枚）。 2NT　P　　3♦　　　P
4NT P    5♥    　P 一方、２ＮＴレスポンスが１０～１２ｈｃｐのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎの時は 4♥　　P　 4ＮＴ　　P
P　　P ２♣のテンポラリ-レスポンスの後、３ＡとＱ１枚あればスラム 5♣　　P　　5♥　　ｅｎｄ
の可能性ありと考えてスラムトライをする。
５♥/Ｓ　　ＯＬ：♠３　ｏｒ ♣５（２）　　ミラーハンドなのでメイクには♠を１ル-ザ-にすることが必要となる。
いずれの場合でも♠のＡＱの在り処をどう推察するかによる。♠３のリ-ドの時は普通なら高いコントラクトでＡの
ｕｎｄｒｅ-ｌｅａｄはないと考えて♠Ｊを出すことになり５メイクになる。ただ、エキスパ-トは攻防の心理的なあやで♠Ａ
を持っていても、♣ＫがＤｅｃｌａｒｅｒにはなさそうと考えて敢えて♠Ｌｏｗをリードすることもある。

NO．19
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの２♠のテイクアウトは４枚♠と６ｈｃｐ以上はあると考えられるので、Ｗは直ぐ４♠の

　1♥　　Ｘ ゲ-ムピッッドをする。
2♥　　2♠　 P     4♠ ４♠/Ｅ　　ＯＬ：♥Ｑ　　ｏｒ　♦８　Ｄｅｃｌａｒｅｒからは一見♥２♦３と♠2、♣のフィネスで２個と
ｅｎｄ ♣のラフ個で４メイク可能とみえる（ルーザ-は♠２♣１なら）が、Ｅへのエントリ-が少ない

のでかなり難しい。ＯＬを♥Ａで勝ち（ダミ-から♣３を捨てる）、♠Ｊを引いてそのまま流す。
これが勝てるのでハンドから♣４を出し♣Ｋのフィネスを行う。♣Ａを取り♣Ｊを出してハンドでラフする。♥Ｋを取り（ダミ-
から♦４を捨てる）、次いで♠１０を引くとＳが♠Ｑを出せば♠Ｋで取り（♠が４-１の分かれが判明するが）、♦Ａ、♦Ｋと出し
Ｓにラフされても♠Ａと♦１個負けるだけで４メイクする。　ＩＭＰ戦で小生がＳのハンドを持っていてこのプレ-でメイク
されたのはショックでした（良く考えたプレ-で防ぎようがない）。
一方、ＯＬ：♦８は♦Ａで取り、ハンドに渡るためのエントリ-を作るため♣Ａ♣Ｑと出し、ダミ-に入れば♥Ａ♥Ｋを
取って（ダミ-の♦２枚捨てる）、♠をフィネス気味に集めてあと♠２個負けるだけ４メイクする。

NO．20
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P Ｎの１Ｎリビッドに対してＳは２ＮＴへのレイズか３ＮＴにレイズするか迷う。
1♣　　P    1♦     P ６枚の♦に力が有ると考えれば３ＮＴをビッドするのが良く、力不足と考えれば２ＮＴを
1NT  P　　3NT  ｅｎｄ ビッドする。

（2NT） ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♠４（♣のリードも考えられるが・・・）→♠６→♠Ｋ→♠３　Ｗから♠５が
返され、ダミ-の♠Ａが勝った。ウイナ-は♠３♥１♣２ありメイクには♦で３個以上必要である。さてどのような方針で
プレ-を計画しますか？ダミ-への確実なエントリ-を潰されたのでメイクの可能性が低いが可能性のあるプレ-
を選択する。♣６を引いてハンドの♣Ａに入り、♦３を出してダミ-からはＥから出されたカ-ドより１ランク高い♦１０ ｏｒ
 ♦Ｑを出す。これが勝っても負けても（♦Ｊに）再度ハンドに入り♦７を出して♦Ｋのフィネスを行い、♦３-２の別れに
期待する。このプレ-は♦が３-２の別れで♦ＫがＥにある時に成功する（全体としての成功確率約３５％）。
Ｗが♦ＫＸ２枚の時も成功しそうに見えるが、ベテランのＷは♦の１巡目にあえて（リスク覚悟でＤｅｃｌａｒｅｒは次も
フィネスをして来ると考えて） ｈｏｌｄ-ｕｐするディフェンスをするのでダウンも仕方がない。

NO．21 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎのハンドは♣５枚♦４枚のハンドであるがＮｏ．10と同様に 1♣　　Ｘ　　1♦　　1♥
1♦　　Ｘ　　3♦　　3♥ リビッドのことを考えて１♦でオープンする人が多いと考える。 2♦　　2♠　3♦　　3♥
P 　　3♠ 　4♦　　P Ｅは１♠のＯＣも考えられるが♠が強い７枚カ-ドなのでダブル 　　P　　　3♠　P　　ｅｎｄ
P　　 4♠    P　　　P の後、♠をビッドするのが普通。♦♠の争いとなり４♠　４～５♦ 　（P　　　3♠　4♦　　4♠
P　ｅｎｄ まで行きそうである。　４♠/Ｅ　ＯＬ：♦Ｑ　正しいｄｅｆｅｎｓｅでは 5♦　？　　Ｅｎｄ

　（5♦　　ｅｎｄ） １～２ダウンだが、実際にはｄｅｆｅｎｓｅのプレ-が難しくメイクチャンスも大で半分
位は４メイクしそうである。　♦/ＮＳ　では２メイクまでは出来るが３メイクはどうか。

ビッドの何処かの段階でペナルティダブルが入るかも知れない。

以上
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